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イントロダクション 

用意するもの 

Icerossシールイン・ライナーは、Hypobaric　Sealing
　Membrane(以下HSMと称する)を用いた唯一のライ
ナーです。このシステムは、安定したハイポバリック・サス
ペンションをもたらし、軟部組織の保護、下腿義足ユーザ
ーに最大の膝関節ROMの確保と快適性を提供します。 
 
Icerossシールイン・ライナーには2種類、Icerossスタビ
ロとIcerossデルモがあります。ライナーの正しい選択は、
ユーザーの断端のコンディション、軟部組織の量、活動・衝
撃のレベルによります。 
 
下腿義足のよりよいフィッティングは、ハードソケットとの適
合にあります。適切なソケットのデザインは快適性、コント
ロール、サスペンションの実現の基礎をなします。下記の
手技による採型方法は、Icerossシールイン・ライナーとの
よい適合を生み出すために推奨するものです。 
 
Icerossシールイン・ライナーは、Total Surface Bearing
（TSB）のハード・ソケット・デザインの使用を薦めます。 
 
Icerossシールイン・ライナーは、サーモプラスチックとア
クリルラミネーションのソケット、両方の使用が薦められます。
Icexのソケットは、使用できません。 
 
断端の形状が極端な場合は、ディスタルカップを使用します。 
 
TSBソケットのデザインを始める前に、採型と修正の本書
の説明によく目を通すようにお願いします。 

・ 15cm幅（3裂）非弾性ギプス包帯 
・ ラップフィルム 
・ 採型用断端袋　厚さ1ply 
・ コピーペン 
・ 巻尺 
・ 水 



準備 

Icerossシールイン・ライナーの選択 

採寸値26cm

Icerossシールイン・ライナーのサイズ25

必要であれば、最大限切断者の評価をします。 
義足の履歴を聞き、採寸します。 
断端を調べます。骨突起部、瘢痕、敏感な箇所、ソケット
の適合注意を要する点などをチェックします。 

断端末より4cmの周径を測ります。 
注：軟部組織はいつも必ず、遠位に向かって垂れるように
します。軟部組織は、採寸中なるべくつぶさないように
します。 

適切なサイズの場合 
・HSM の上縁で、わずかの圧がIcerossシールイン・ 
　ライナーに全体にかかります。 

小さいサイズの場合 
・ HSM の上縁での圧が高い（きつい）　 
・ HSMを境目として、段になっています。 
 

Icerossシールイン・ライナーサイズの選択例： 
・採寸値＝26cmの場合、Icerossシールイン・ライナー
　のサイズは25

Icerossシールイン・ライナーを装着した際のサイズ選択のチェック 

サイズ選択例によりIcerossシールイン・ライナーを装着後、Icerossシールイン・ライナーのサイズが適切かどうかを確
認して下さい。 
下記のことを参考にチェックを行って下さい。 
HSM の上縁で、わずかの圧がIcerossシールイン・ライナーにかかっているかが目安となります。 



Icerossシールイン・ライナーの装着テクニック 

装着前に、Icerossシールイン・ライナーが清潔で、ほこ
りなどが付着していないかを確認します。 
使用前に、シリコン表面が清潔で、汚れがないかを調べ
ます。 
Icerossシールイン・ライナーの遠位末がきちんと表に
でるように、裏返しにします。 
Icerossシールイン・ライナーを写真のように持ちます。 
　注：Icerossシールイン・ライナーが新しい場合には、
　　　使用前に何回か裏返しにする必要があります。こ
　　　れには、新しいシリコン表面を軟らかくする作用
　　　があります。 
 
Icerossシールイン・ライナーの遠位末を、断端の中央
に当て、持った手を放します。 
Icerossシールイン・ライナーを断端に沿ってスムーズ
にロールします。 
ロールの間に、皮膚のトラブルや過度の発汗を引き起こ
すことのあるエアーポケットがないように確認します。 

大きいサイズの場合 
・ HSM の上縁での圧が低い（ゆるい）または、隙間（空   
　間）があります。 
 

Icerossシールイン・ライナーを装着した際の、HSMの
広がり具合も目安となります。 

断端に対し、中央にHSMが位置されていることを確認し
ます。 
HSMが十分な周径で、します。 
Icerossシールイン・ライナーに対し正しくおさまってい
ることが必要です。 

小さい場合 適切な場合 大きい場合 



採型の準備 

Icerossシールイン・ライナーとHSMができるだけ平ら
になるように、ラップフィルムを1層巻きます。全てのエリ
アがカバーされていることを確認します。 

マーキング箇所： 
・ 膝蓋骨 
・ 腓骨頭 
・ 脛骨稜 
・ 骨突起部 
・ 神経腫 
・ 敏感な箇所 
・ 他、注意を要する箇所（トリミングラインの設定もこの 
　際にチェックして下さい） 

濡らした採型用断端袋を透明ラップフィルムの上にはかせ；
必要があればストラップやテープできつく押さえます。 

2cm間隔で周径を測ります。 
膝蓋骨の遠位端から断端末までの長さを測ります。 



採型 

修正 

採型の間、膝は伸びているがリラックスした状態にします。 
15cm幅（3裂）非弾性ギプス包帯で断端を巻きます。 
8の字を書くように巻き、採型部分を全て覆うようにします。 
石膏ギプスを外した時に形がくずれないよう、充分ギプ
ス包帯が巻かれていることを確認します。 

石膏を前方から後方に向かってなで、骨の突起や断端の
形状が分かるようにします。 
Icerossシールイン・ライナーに対しHSMが平らになる
ように、石膏をなでます。 
余ったギプスは、後方に集めるようにします。 
この様にきっちり採型すると、より正確なボリューム・マッ
チが得られます。 
膝蓋腱やその他、特に圧を加える必要はありません。 
石膏が固まり始めるまで形状を作りつづけます。 

アライメントラインをかきます。 
石膏が固まったら、外しトリムします。 
石膏を外す時にカットが必要な場合は、HSMやIceross
シールイン・ライナーを傷つけないように気をつけます。 
修正用に、ギプスモデルに石膏を流し入れます。 

ギプスを外します。 

陽性モデルにマーキングが移っていることを確認します。 



HSMや、ソケットの後方などにある突出した箇所は削り
ます。 

採寸値とモデルの周径を比べ、リダクション（削り修正）の
量を計算します。 

リダクションは、断端の軟部組織で行います。 

石膏をならします。 

リダクションの手順： 
・ 近位では3-5％減らします。 
・ 遠位に向かって採寸値にします。(0％減らします。) 
・ 骨突起部分の石膏は削りません。 
注：ボリュームはソケットの最も重要な特徴の一つです。
全ての採寸が正確であることを確認します。 



圧に敏感な箇所 

トリムライン 

チェックソケット適合 

圧に敏感な箇所である下記の部分では、削りは最少にします。 
・ 脛骨遠位端 
・ 腓骨頭(遠位と近位) 
・ 後壁 
・ 削る場合はその箇所だけにし、最小の深さにします。 
 
注：HSMと全面接触するようにならします。 
 
Icex分圧パッドは、このような箇所に用いられてもよいが、HSMの線をまたがないようにようにします。 

採型時に設定した後壁レベルにします。 
ハムストリングの内外側に必要があれば盛ります。 
後壁はスムーズなWの字を描くように、その際はハムストリ
ングの腱は外すようにします。 
注：後方の高さを確保することは、全体の体重を支えるエリ
アを増加させます。 
 
顆部の内外側エリアは、内外側の安定を増加させます。 
石膏をならします。 

・ 本ソケット製作の前に、チェックソケットで評価することを薦めます。 
　Icerossシールイン・ライナーは、Icelock541（サクションバルブ）と共に使用することを薦めます。Icelock541取
　付けの際には取扱説明書を参考にして下さい。 
 
チェックポイント： 
 
ソケット装着： 
・ ソケット内の入り口をならします。 
　注：新しい時には、HSMがソケット内の表面と滑るように、少しタルクやアルコールスプレーを使用します。HSMは、
　　　初期の使用で軟らかくなります。使用前に何回か裏返すと軟らかくなります。 



HSMのポジショニング 
ソケットを装着した際に、HSMがソケットの長軸に対し
て平行になっているかを確認して下さい。 
平行にならない場合は、アルコールなどを再度附着さ
せて装着をして下さい。それでも平行にならない場合
は、ソケット中の圧が部分的に高いことも考えられます
ので、確認して下さい。 
 

ボリューム： 
・ 荷重下でエアーギャップはないように 
・ ソケット内側表面とHSMとの接触は最大に 
 
トリムライン： 
・ よりよいコスメチック適合 
・ HSMのサスペンションを保ちながらの完全屈曲 
・ ハムストリングの腱の除圧 
 
サスペンション： 
・ Icerossシールイン・ライナーとソケットが最小のピストン 
・ 効果的なサスペンションの確保 
 
コントロール： 
・ 回旋の安定性 
・ 屈曲伸展が快適 
・ 内外側の安定性 
 
 
 
本ソケット適合 
 
全てのソケットの素材で、ソケット内側の表面が出来る限りなめらかになるようにします。 
 
アクリル・ラミネーション・ソケットは、ダクロン2層にすると、ソケットの内側表面がなめらかになりやすいです。 
 
Icerossシールイン・ライナーは、Icelock541（サクションバルブ）と共に使用することを薦めます。Icelock541を取
りつける際には、取扱説明書に目を通して下さい。 
 






